
 

発     言     通     告     書 

    令和 6年 12月 3日 

松山市議会議長 原   俊 司 殿   

  松山市議会議員 矢 野 尚 良 

次のとおり通告します。    

発言順位 １１ 受領日時 12月 3日 午前 10時 15分 2 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 40 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 公共交通利用促進環境整備事業に （１）本事業の詳細について 

 ついて （２）本市でのシェアサイクル事業導入に際し行った実証実験事業の結 

   果について 

  （３）本市のシェアサイクル事業の現状について 

   ①現在の事業詳細について 

   ②今後の事業展開について 

  （４）レンタサイクル事業者への補助について 

  （５）ヘルメット着用の努力義務化への対応について 

   ①本市での着用状況や啓発について 

  （６）シェアサイクル事業における安全対策について 

   ①本市の現状について 

   ②今後の本市の対策について 

   ③令和 6年 11月の道路交通法一部改正を受けての安全対策につい 

    て 

  （７）本市での駐輪場対策や放置自転車対策について 

   

2 本市の移住・定住支援について （１）本市の移住・定住の現状について 

  （２）子育て世帯いらっしゃい事業について 

   ①事業の詳細について 

   ②本事業のうち補助事業の利用者数と世帯数の推移について 

   ③補助事業利用世帯のうち、6歳以下の子どもを扶養している世帯数 

    について 

   ④本事業の今後の継続についての考えを問う。 

   

3 本市の保育環境について （１）こども誰でも通園制度への本市の取組準備状況について 

  （２）本市における待機児童について 

   ①本市の待機児童の現状と、将来を見据えた今後の対応について 



 

 松山市議会議員 矢 野 尚 良 

 

 2 枚中 2 枚目 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

   ②入所できない児童数を毎月公表することへの本市の考えを問う。 

  （３）本市が進める、移住・定住支援の施策との連携について 

   

4 本市のヘルプマークへの対応につ （１）本市におけるヘルプマークの啓発について 

 いて  ①平成 29年 10月 11日導入以降の啓発について 

   ②ヘルプマークに対する市民の認知度について 

  （２）本市でヘルプマークを必要とする人数及びヘルプマークを配付し 

   た人数の推移を問う。 

  （３）車両に貼るヘルプマークを無料配付することについて 

  （４）本市の今後の啓発活動について 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 


